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１． はじめに 
 要求仕様書は，システム開発工程の初期プロ

セスである要求定義プロセスにおいて作成され，

設計プロセスや開発プロセスなどその後の開発

の基準となる重要な成果物である．しかし，要

求仕様書は主に自然言語で記述されているが故

に，主語や機能要求の欠落・文同士や単語間の

係り受けが複雑であるなどの曖昧性等を有して

いる．これら低品質箇所を早い段階で検出する

ことができなければ，結果として前工程への後

戻りによる開発遅延やコストの増加，顧客の要

求を満たさない質の悪いソフトウェアが開発さ

れてしまう[1]． 

このような背景からシステム開発の初期段階

で要求仕様書の低品質箇所を特定することは，

高品質なシステム開発を行うために極めて重要

であると言える．本研究では，体系的な曖昧性

判定の実施かつ，幅広いステークホルダが共通

の認識が得られるという観点から自然言語で記

述された要求仕様書から状態遷移を抽出し，形

式手法によって曖昧性の判定を実施する手法[2]

に着目する．通常，状態遷移はシステム動作を

記述するものであることから要求仕様文中の動

詞に着目し，状態となる名詞を抽出していく．

しかし，単に名詞と状態を対応づけていくだけ

では，代名詞等の本来状態となり得ない名詞ま

で状態となってしまうため，本研究では，動詞

と共起している名詞の意味的役割を解析するた

めに格フレームを使用する．なお，状態遷移の

抽出という目的から表層格のニ格と深層格の対

象格を，表層格のカラ格を深層格の源泉格に対

応づけて研究を進める． 

２． 要求仕様書からの状態遷移抽出法 
2.1. 対象文抽出プロセス 
 要求仕様書から状態遷移を抽出するために 

 

 

 

 

 

はじめに要求仕様書から状態遷移を抽出するた

め の 対 象 文 を 抽 出 ・ 加 工 を 行 う ． 具      

体的には，次の３つの特徴を持つ文を抽出する． 

(ア) 順接の接続詞を文中に保有 

(イ) {条件部}＋{動作部}でシステム動作を記述 

(ウ) 抽出できる状態遷移が文中に 1つ 

  これら３つの特徴を持つ文を対象文として抽

出し，接続詞を含む文の前半部分を条件部，そ

れ以降を動作部とし，原文とともに格納する． 

2.2. 名詞リスト作成プロセス 
 次のプロセスとして，状態遷移抽出対象文を

対象とした名詞ペアを作成していくプロセスに

ついて図１に示す例文を用いてまとめる． 

図１ 名詞リスト作成例 

まず，赤い楕円で囲んでいる対象文中の全名

詞を抽出する．その後，条件部出現名詞と動作

部出現名詞の全ての名詞の組み合わせを作成し，

名詞リストに格納する． 

2.3. 状態リスト作成プロセス 
次のプロセスとして，状態遷移抽出対象文中

の遷移を表す動詞に係る表層格：ニ格の抽出を

行う．図２で例文を用いて示す． 

図２ 状態リスト作成例 
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まず，対象文から特定の遷移動詞「移動す

る」にかかる文節を抽出する．その後，当該文

節の中から【名詞】＋格助詞「に」で構成され

ている文節の名詞のみを名詞リストに格納する．

図２では，「商品一覧画面」という名詞が格納

される． 

2.4. 状態遷移抽出プロセス 
 本プロセスでは，2.1 節〜2.3 節で得たデータ

を元に状態遷移の抽出を行う．抽出の際，遷移

動詞に関する深層格の対象格と遷移後状態を，

深層格の源泉格と遷移前状態を対応づける．こ

れを踏まえて２つのケースに分けて抽出を行な

っていく． 

2.5. 文の動作部に源泉格が存在する場合 
 １つ目のパターンとして，対象文の動作部に

源泉格が存在する場合である．具体的には，文

の動作部に【名詞】＋カラ格となる文節が存在

している場合である．この場合，カラ格の名詞

を遷移前の状態，当該対象文の状態リストに格

のされているニ格の名詞を遷移後状態として，

状態遷移を抽出する． 

2.6. 文の動作部に源泉格が存在しない場合 
 抽出の２つ目のパターンとして，対象文の動

作部に源泉格が存在しない場合である．この場

合の状態遷移抽出プロセスを以下，図３に示す

(ア)文の状態遷移抽出を例としてまとめる． 

 図３ 状態遷移抽出例 

まず初めに，(ア)文から抽出され，状態リス

トに格納されている遷移動詞に係る対象格「商

品一覧画面」を持つ名詞ペアを状態遷移の抽出

対象となる(ア)文名詞リストの名詞ペアから抽

出する．その後，抽出された当該名詞ペアの中

からもう一方の名詞も状態リストに含まれる名

詞ペアを検索する．今回の例では，「ログイン

画面」が(イ)文から抽出されているため，{ログ

イン画面，商品一覧画面}という名詞ペアが該当

する．以上から(ア)文における状態遷移は，

「ログイン画面 -> 商品一覧画面」と決定する． 

 

３． 評価実験 
3.1. 実験の目的と手順 
 第２章で示したプロセスを Python，MeCab，

CaboCha 等を用いてプロトタイプシステムに実装

した．これを用いて次の評価項目に答えるため

に実験を行った．具体的な評価項目は，提案手

法は，1)状態を正しく・全て抽出できているか，

2)状態遷移を正しく・全て抽出できているか，

3)人間の作業時間を短縮できるかである．なお，

「正しく」検出できることを適合率，「全て」

抽出できることを再現率で評価する． 

実験手順としては被験者を４名と 50 文程度の

３つの要求仕様書を用意する．その後，被験者

が人手で状態遷移を抽出し，正解セットとする．

なお，被験者個人特有の影響を軽減するため，

各要求仕様書に対して異なる２名の被験者で状

態遷移抽出を行う． 

3.2. 実験の結果 
 状態に関する適合率・再現率はそれぞれ 0.8〜

1 程度で推移していた．また，状態遷移に関する

適合率は平均 0.95 であり，再現率は約 0.55 で

あった．このことからある一定の効果を得られ

たと言えるが，状態遷移の再現率に関しては高

い数値とは言えず，課題が残る結果であった． 

 抽出時間については，提案手法が平均 0.18 分

であったのに対し，正解セットは平均 50 分抽出

に有しており，大幅に提案手法は作業時間を削

減できた． 

４． 考察と今後の課題 
 False Negative や False Positive となった状

態や状態遷移について以下のような要因が考え

られる． 

Ⅰ.自己遷移  Ⅱ.複数の状態を代替する名詞 

Ⅲ.文意の考慮が必要である状態遷移 

Ⅳ.被験者の見落とし 

 今後の課題として，ⅠやⅡに関しては文型や

代替する名詞の使用に関する仕様書記述時の制

限，特定の接頭詞に対する処理を追加すること

で対応できると考えられる．しかし，Ⅲについ

ては，文型変更等での対応が難しく本手法の限

界であると言える． 
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(ア) 客がログイン画⾯に正しいログイン情報を⼊⼒したとき、システムは商品一覧画面に移動する。
(イ) 客が⽀払い完了画⾯でログインアウトボタンを押したとき、システムはログイン画面に移動する。
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状態リスト

・
・
・

(ア)文の状態遷移

ログイン画面 ｰ> 商品一覧画面

名詞の検索
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